
 
  

 

 

 

 

【会長テーマ】 ： 健 康 で 明 る い 環 境 を つ く ろ う                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

例 会 報 告 

 開会点鐘  金子 利昭会長 

 司  会  貝田 充 SAA 

 合  唱  「それでこそロータリー」 

 お客様紹介  松田親睦活動委員 

 

 今後のプログラム予定 

3・4 月 プログラム名 

     3 月 22 日 休 会 

第 4 例会 3 月 29 日 
夜間移動例会（お花見） 

西明寺 点鐘 17：30 

第 1 例会 4 月 5 日 

会員お祝い 

新入会員卓話 

松田敏治会員 

理事役員会 

第 2 例会 4 月 12 日 
神奈川骨髄移植を考える会 

理事 高橋真知子様 

第 3 例会 4 月 19 日 
中原警察署 

署長 岩滿優様 

出 席 報 告 廣山宗一出席委員長 

会員数 出席数 欠席数 出席率 前々回訂正出席率 

42 名 33 名 

9 名 

対象外 

（8） 

97.06% 

欠 6 名 

対象外 

（4） 

MU0 名 94.74% 

【本日の欠席者】 

市川 宏 会員  三木 治一会員  堀一 慶明会員 

井上 光明会員  小島 徹 会員  小林 敏伸会員 

小島 満 会員  冨岡 昭一会員  小川 慶一会員 

 

ニコニココーナー 

金子 利昭会員：元 青年海外協力隊看護師 柳川さや

か様お忙しい中お越し下さいましてありが

とうございます。卓話よろしくお願いいた

します。 

叶野 聡 会員：元 青年海外協力隊看護師 柳川さや

か様。卓話楽しみにしています。よろしく

お願いいたします。 

廣山 宗一会員：柳川さん本日は卓話ありがとうござい

ます。当会場で中学校時の同期生傘寿会を

行いますので精養軒さんお世話になります。 

伊藤 文治会員：ご多忙の中、柳川さやか様には卓話を

ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ 
柳川 さやか様 

 
元 海外青年協力隊 看護師 
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いただきありがとうございます。 

川口 禮敬会員：柳川さやか様卓話ご苦労様です。拝聴

させていただきます。 

渡邉 新治会員：卓話楽しみにしています。本日もよろ

しくお願いいたします。 

髙木 洋一会員：今日、柳川さん卓話ありがとうござい

ます。 

池田 亨 会員：柳川さやか様、本日はお忙しいところ

卓話ありがとうございます、よろしくお願

いいたします。 

内藤 幸彦会員：お天気が良くなってホッとしておりま

す。大相撲 3 横綱で知名度が高いモンゴル

での協力隊活動ご苦労様でした。スピーチ

興味深く楽しみにしています。 

小泉 繁勝会員：柳川さやか様、育児の楽しい時間を本

日の卓話に頂戴しましてありがとうござい

ます。いつも商工会議所でもお世話になっ

ております。かわいいお子様の健やかな成

長をお祈りいたします。 

柾木 國義会員：柳川様、卓話楽しみにしております。

よろしくお願いいたします。 

中山 武夫会員：柳川さやか様、卓話ご苦労様です。 

白井 正男会員：元 青年海外協力隊看護師 柳川さや

か様。本日の卓話よろしくお願いいたしま

す。 

長戸 隆彦会員：柳川様、卓話楽しみにしています。 

 

 

 

 

会 長 報 告 金子 利昭会長 

１． 中原区役所地域振興課より平成28年度多摩川

美化活動の日程についてのご案内が届いて 

おります。（内容：清掃活動（粗大ゴミを除く）） 

日 時：6 月 5 日（日） 午前 9 時から 2 時 

    間程度 

   （荒天時は 6/12（日）に延期） 

場 所：丸小橋第一広場に集合 

 

幹 事 報 告 叶野 聡幹事 

１． 例会変更 

川崎北  3 月 23 日（水）  休会 

     3 月 30 日（水）  夜間例会 点鐘 18：00 

                研修委員会担当例会 

         クイーンアリスガーデンテラス日吉 

     5 月 4 日（祝・水） 休会 

川崎鷺沼 3 月 16 日（水）   夜間例会を通常例会に 

               変更 点鐘 12：30 

                  ホテルＫＳＰ 

     3 月 23 日（水）  休会 

     3 月 30 日（水）  移動例会 

            お花見親睦例会 点鐘 18：00 

              とうふ屋うかい 鷺沼店 

     4 月 13 日（水）移動親睦例会 点鐘 11：00 

     大相撲川崎ふるさと場所 とどろきアリーナ 

     4 月 27 日（水）  休会 

川崎高津 3 月 24 日（木）  移動例会 

                屋形船でお花見例会 

川崎中央 3 月 21 日（月）  休会 

 

２． 年会費納入のお願い 

年会費（４～6 月分）75,000 円を 4/4（月）に、

ご指定の口座より引き落としさせていた 

だきます。現金での納入の方は 4 月の例会時に

お願いいたします。 

 

３． 次週（3/22）は、休会です。 

 

４． 再来週（3/29）は、西明寺にて夜間お花見例会

です。 

 

合計 14 件   14,000 円 

累計 629 件   765,000 円 



卓話～モンゴルの病院とその衛生事情について 

～ 元海外青年協力隊 看護師 柳川さやか様 

 

【パワーポイントを利用してモンゴルの病院事情等につ

いて詳しく説明する柳川さやか様】 

【略歴】 

看護師免許取得後、某大学病院の ICU に６年半勤務し、

青年海外協力隊員として２年間モンゴルへ派遣される。 

派遣中は感染管理、急性期看護、訪問看護、公衆衛生に

力をいれて活動した。 

 

【卓話概要】 

モンゴル国民が病院にかかるとき、私たち日本のよう

にたくさんの病院中から選ぶこととは難しいようです。

医療費は基本的に無料ですが、薬は薬局で自費で買いま

す。病院はまず、住所ごとに決められた家庭病院で担当

医師の診察を受けます。重症と判断されれば次に大きな

施設へ紹介され、そこでも難しい場合はさらに大きな病

院へ紹介されます。最も重症な場合は首都ウランバート

ルへ行く場合は多いようです。現在は韓国資本の病院な

ど私立病院も多くなってきており、医療費は高くても初

めからそちらを受診される方もいらっしゃいます。私が

派遣された病院ではレントゲン写真による検査はありま

したが、CT がなく診断は医師の診察のみで、治療が困難

な場合は救急車で首都へ移送することもありました。治

療のための十分な器具がそろっていなく、様々な機関、

団体からの支援により寄付された機械類は説明書が英語

のため読めず正しく使えなかったり、適切な物品が購入

できなかったりする現状もあり、適切に使われないケー

スもありました。 

 病院の中での衛生面で気が付いたことは、モンゴル人

はとてもきれい好きであることです。施設内をとてもき

れいに保っています。しかしながら、医療に関する清潔・

不潔の概念は異なるように感じました。特に手洗いが徹

底されていないことに驚きました。先進国からの援助も

あり手洗いに関する知識やポスターは看護師らにも周知

されていますが実施は難しいようです。生活習慣として

も日本のように頻繁に手洗いができる環境でもない家も

あります。もともと水の少ないモンゴルでは難しかった

のかもしれません。  

 衛生面に関しては日常生活でも感じたこともありまし

た。私の住んでいた街では生活用水の整備はされており、

水道が完備され蛇口をひねれば水が出ました。またトイ

レは流れるようになっていました。しかし、モンゴル国

内でも整備されているところでも赤い水が出たり、断水

したりするところもありました。私の住んでいた街の水

は比較的きれいでしたが、鉄臭くやや塩分が含まれてい

るような味がしました。A 型肝炎の集団感染が流行した

こともあったため、飲料水として飲むために浄水器を使

い煮沸して飲んでいました。ちなみに牧草地帯に住んで

いる遊牧民の家やゲル地区に住んでいる人々には水道や

流せるトイレもありません。 

 また私が派遣された２年間でごみ箱の増設が目立ちま

した。モンゴルではごみを捨てることや唾を吐くことは

どこでもよく目にしました。車の走行中にも飲み物を飲

んだ後のペットボトルを窓から捨てたりもします。道路

やその周辺にはゴミの散乱していました。 

 帰国して日本は本当にきれいだと感じました。もちろ

ん完璧ではありません。どこのお店のトイレも清潔感が

あり、道でごみは少なく、唾を吐く人もほとんどいない。

キレイにするためのグッズの種類は非常に多く、清潔に

関する意識が非常に高いことにも気づかされました。 

 衛生環境はその国の環境や慣習により、目標となると

ころは異なるように思います。現地にいる人にとって健

康を害することのない程度の衛生環境が求められるのか

もしれません。 

 


